
＜令和４年度 ICT活用促進プロジェクトモデル校事業・学力向上実践推進校 富岡市立東中学校＞ 

学年・教科：１年・美術   題材名：「広がる模様の世界」 

ねらい：制作したスタンプの布への構成や配置について、自分の考えを試したり、友達と意見を交流したりすることを

通して、思いや意図に応じた表現、調和のとれた美しさの構想を練ることができる。 

教師の発問、生徒の反応  ★ I C T の 活 用  学習の様子  

１ 本時の学習内容を確認し、本時のめあてをつかむ。（５分）  

★前時に作成したスタンプの画像を提出したオクリンクを活用し、自身の思いやこれまでの 

考え等を振り返る。 

・題材への関心を高め、ファイルカバーの完成イメージを膨らませることができるように、

見本を提示しながら、生徒の思いや願いを確認する。 

 Ｓ：かっこいいカバーにしたい。 

 Ｓ：知的なカバーにしたい。 

 Ｔ：そのようなファイルカバーにするためには、どのようなことが必要だろうか。 

 Ｓ：スタンプの向きや数、配置、色を工夫しないといけない。 

 

 

 

 

２ 構成や配色の異なる２作品を比較し、印象の違いを感じる。（５分） 

・構成や配色の異なる作品を鑑賞することで、造形的な見方・考え方を働かせて自らの作品

を構想できるようにする。 

Ｓ：きちんと並んで向きがそろっていると、整っていてきれいに感じる。 

 Ｓ：向きや色も違っていると、落ち葉が舞っているように感じる。 
 Ｔ：同じスタンプを使っていても、構成や配色を工夫すると、作品の印象が変わりますね。 
 

３ 個人で構成や配色を考え、試しの活動を行う。（15分） 

★スタンプの向きや配置、配色を構想する際、容易に試行錯誤できるように、タブレットを

活用して自由に試せるようにする。 

 Ｓ：何個くらい配置しようかな。 
 Ｓ：楽しい感じにしたいから、様々な向きで配置してみよう。 

 

４ 個人で考えた構想を班ごとに意見交流し、見方や感じ方を広げる。（10分） 

・試しに構想した作品をお互いに鑑賞し合い、多様な見方や感じ方に触れたり、自らの思いや
意図が表現できているか確認したりする。 

 Ｓ：△△さんの作品は、空がつながるように構成されていて、日常的な感じがする。 

 Ｓ：私はニコニコなファイルカバーになるように、赤と白の元気な色で配色したけど、 

   「明るい」「楽しい」と感じてもらえてよかった。 

 Ｓ：もっと空を飛んでいる感じがするように工夫したいな。 

 

５ 班での交流を基に、個人で構想を練り直す。（10分） 

・自己決定に結びつくように、班でお互いに交流した後、再び自分の作品について構成や配色
について構想を練り直す。 

 Ｔ：班の交流での様々な意見を踏まえて、もう一度自分の構想を練り直しましょう。 

友達の意見や作品の工夫を参考にしたり、やっぱり最初に構想したもののままにしたり 

して、構想を決定しましょう。 

 Ｓ：宇宙のような感じが相手に伝わっていなかったので、配色を変えてみよう。 

 Ｓ：楽しいファイルカバーになるようにスタンプをバラバラに構成したけど、みんなに「楽
しい感じ」が伝わっていたので、このままの構想で進めよう。 

 

６ 本時の振り返りをする。（５分） 

★Ｔ：めあてを意識して、今日の振り返りをスプレッドシートに記入しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜めあて＞ ○○なファイルカバーにするためには、どのような構成・配色に

したらよいか。 

＜振り返り＞（視点：構成・配色をどのように工夫したか） 

空を飛んでいるようなファイルカバーにするために、スタンプの数を多すぎず、少なすぎず構成することができた。

配色も工夫して、自分の思いどおりのファイルカバーに仕上げたい。 


